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1．はじめに

2014年 12月 20, 21日に，広島の廿日市市で開催
された進化計算シンポジウム 2014において，研究
成果「頻出部分木を用いた部分画像抽出法の検討」
の発表をポスター形式で行った．

2．発表内容

社会には膨大な量の画像データがあふれており，
そこから有用な情報を抽出することは，情報利活用
の観点から重要な研究課題である．高い性能で画像
から必要な情報を抽出するためには，現在では専門
家による試行左錯誤が必要になるが，専門家の不足
やコストの問題などがある．一方，制御対象に合わ
せて自動的に制御プログラムを生成することができ
る遺伝的プログラミングが提案されており，Zhang
らは物体検出に対しその効果を示している．一方，
遺伝的プログラミングは解は部分解（部分木）を上
手く組み合わせることで形成できると考えられてお
り，部分解の保存を促進する様々な手法が提案され
ている．しかしながら，頻出部分木の抽出には計算
量が非常に多く必要であり，特に大きな頻出部分木
の抽出にはより多くの計算コストがかかる．そこで
我々は大きな頻出部分木は小さな頻出部分木の組み
合わせで表現できると考え，小さい頻出部分木から
抽出する近似法を用い，部分解を保存する手法を提
案した．この手法では，Asai らが提案したラベル
付き順序木から最右拡張と枝切り法を用いて，頻出
木を効率よく列挙する手法，FREQT を用いている．
そこで本研究では，高い適合度を持つ個体群から
抽出された部分木が親個体にどのくらい存在するか
をカウント（＋γ）し，母親個体の頻出数が少ない

ノードと，父親個体の頻出数が多い部分のノードを
交叉点とするような選択手法を用いて，頻出部分木
を上手く組み合わせることで，物体検出においてこ
の手法の有効性を検証する．本実験では白い背景の
上に裏表の 10円玉を配置した画像を使用した．さ
らに，その画像に JTrim を使用してノイズを加え
た画像を使用した．比較法として 3値の物体検出に
おいて，一点交叉を用いた遺伝的プログラミングで
の手法と，頻出部分木を用いた手法の 2つの場合に
ついて同様の実験を行い，解の性能の比較を行っ
た．このとき，1点交叉を用いた手法を Normal と
し，頻出部分木を適用した手法の γ＝1の場合を
Proposed 1, γ＝2を Proposed 2, γ＝0.5を Proposed 3

とする．
結果として，どの手法においても世代が進むごと
に頻出部分木の数が増加していることが分かり，特
に提案法では一点交叉を用いた手法よりも多くの頻
出部分木を抽出していることが分かった．また，ノ
イズが高くなるごとに問題が難しくなり評価値が下
がっていることが分かる．しかし，提案法において
は評価値の分散が高くなっている場合があった．そ
して，評価値の分散値が高い場合では，一点交叉を
用いた手法よりも提案法の方が評価値の結果が低く
なっているが，分散値が従来の手法とあまり差がな
い場合においては，一点交叉を用いた手法よりも提
案法の方が評価値の結果が高くなっていることが分
かった（図 1, 2参照）．

特集 学生の研究活動報告－国内学会大会・国際会議参加記 22

図 1 評価値の結果
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今後の課題として，提案法において分散をうまく
制御できることができれば，一点交叉を用いた手法
よりも頻出部分木を用いた手法の方が良い結果が得
られるようになると考えられる．

3．おわりに

初めての学会であったため，緊張し，周りの人た
ちに圧倒されるばかりで，あまりうまく説明できな
かったが，ポスター形式の発表でディスカッション
しやすいということもあり，いろいろな人たちから
非常にためになる意見をたくさん頂けたりと，貴重
な体験をできた．今回の経験を今後の研究生活だけ
でなく様々なことに活かしていきたいと思う．

最後に，今回の発表を行うにあたって，ご指導を
いただいた小野景子講師，研究室の皆様に深く感謝
致します．
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図 2 評価値のばらつき
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